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ＴＫＪ 基本シャーシセットアップマニュアル

１．シート取り付け

標準シートポジションを参考にして取り付けてください。

路面コンディションが悪い場合、シートを 20-25mm 後方に移動しリア荷重にしてシャ

ーシグリップを上げます。これにより、ドライバーがパワーをかけた時に効果が出ます。

それでもグリップが悪い場合には、シートポジションを少し高くします。この変更により、

よりタイヤに荷重をかけることが出来ます。

（００３７．ＦＰ ＯＴＫシートフラットボトム）
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１A. ウエイトの取り付け

一般的なシャーシバランスは、どのくらいウエイトが必要かにもよります。通常、エンジ

ンの反対側またはドライバーの太ももの下あたりに取り付けます。

１B. シートサポート

シャーシには、２本のシートサポートが付属されています（片側１本）。まず片側一本ず

つから始めてください。ドライバーの体重をよりダイレクトにリアタイヤにかけさせるた

めに、多くのドライバーが片側２本ずつを好みます。これによりシャーシのリアグリップ

が改善します。

各サイズ：２８０－３００－３２０－３４０－３８０－４００－ＢＥＮＴ３４０ｍｍ

    アジャスタブルシートサポート
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２．フロントトレッド

路面コンディションが低い場合、フロントトレッドを狭くすることでシャーシの初期の反

応が向上します。しかし、これは高速コーナーでのシャーシパフォーマンスを下げる恐れ

があります。

路面コンディションが良い場合（または普通）、シャーシを安定させるためにトレッドを

広げます。これにより、高速コーナーでも安定して走ることが出来ます。

３．リアトレッド

まず OTK ホイルハブ８７ｍｍを使用してください。通常、リアトレッドは一番広げた状

態から始めます。

リアトレッドを、大人ドライバー約１３９７ｍｍ、子供ドライバー約１３５８ｍｍにして

ください。

フロントトレッドをそのままにしてリアトレッドを狭めていくと、コーナリング時にシャ

ーシがインリフトしやすくなります。シャーシのコーナー進入時のバランスを見ながら調

整してください。

またグリップの高い路面では、狭いリアトレッドは引っかかりすぎる場合もあり、中速コ

ーナーではシャーシの過剰なグリップにより失速する場合があります。グリップレベルが

低いときに、リアトレッドを狭めてより引っかかりを良くするなどのテストを行ってくだ

さい。リアトレッドでもっとも重要なファクターは、シャーシバランスのフィーリングで

す。
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４．キャスター/キャンバー

キャスター/キャンバーは、ナックルアライメントアジャストで変更することが出来ます。

キャスター角の変更には専用のアライメントツールを使用します。上部ナックルアライメ

ントアジャストの矢印を前方に、下部ナックルアライメントアジャストの矢印を後方にす

ると一番キャスター角がついた状態になり、これにより最大のフロントエンドグリップに

なりますが、路面の状態によりシャーシが曲がりにくくなる可能性もあります。

ナックルアライメントアジャストを立てることでキャスター角を減らすことが出来ます。

これにより、フロントエンドグリップが減り、ステアリングしやすくなります。

慣れるまでは、基本セットのままでキープしていてください。

５．フロント車高

ナックルスペーサーにより、フロントの車高変更を行うことが出来ます。

フロント車高を上げる

グリップレベルが上がってきたときやシャーシがアンダーステアになってきたときに、フ

ロントの車高を上げることにより、よりフロントグリップが上がりハンドリングも向上し

ます。

フロント車高を下げる

フロントの車高を下げることにより、より軽くなった感じがします。これは、サーキット

の路面グリップが上がったときにいいでしょう。
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６．アッカーマン/ステアリングアジャストメント

ステアリングシャフト４７ｃｍとステアリングシャフト４７ｃｍ/SP と２種類あります。

タイロッド取り付けプレートに２箇所穴があいています。通常一番下側の穴にタイロッド

を取り付けると最もアッカーマンになるようになっています。上部の穴に取り付けた場合、

アッカーマンは減り、よりステアリンが軽くなりドライバーの体力的に軽減されます。

ステアリングシャフト４７ｃｍ/SP は、タイロッド取り付けプレートがより長くなってい

ます。シャーシのフロントの反応とグリップを向上させます。

（写真下）
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７．リア車高

３段階の車高がありますが、通常真ん中の車高から始めてください。

リア車高を下げる

リア車高を下げることにより、リアグリップが減りよりシャーシの後ろ側が軽く動くよう

になります。通常これにより、コーナーリング時にインリフトが減り、またシャーシが路

面に近いためブレーキングも安定します。

リア車高を上げる

リア車高を上げることにより、リアグリップが上がります。
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９．リアシャフト

OTK リアシャフトは６種類あります。タイプ N が、スタンダードになりミディアムの硬

さになり、通常販売されるシャーシに取り付けられています。

一般的に柔らかいリアシャフトは、シャーシがより軽い動きとなります。しかしこれが合

っている場合もありますが、OTK 製に関しては、硬いリアシャフトはグリップが上がった

ときに使用し、柔らかいシャフトはグリップレベルが低いときに使用します。これは、シ

ャーシが柔らかい３０ｍｍチューブで作られているためです。柔らかいシャーシと柔らか

いリアシャフトは、シャーシが引っかかりすぎる原因にもなります。

通常８０％はタイプ N を使用しており、グリップレベルが上がったときにタイプ H を使

用します。リアシャフトはシャーシと別で考えず、シャーシとのバランスも考えて行って

ください。

ＯＴＫリアシャフト硬度表
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１０．フロントトーションバー

通常シャーシには、オーバルタイプが取り付けられています。オプションでトーションバ

ー３０ｍｍ（厚さ１．０ｍｍ－１．５ｍｍ－２．０ｍｍ）が用意されています。サーキッ

トコンディションの変更により、交換してください。２．０ｍｍタイプが最も剛性が高く

ハイグリップレベル時に使用してください。

１０A. リアトーションバー

通常ドライコンディションの場合は、取り外してください。このトーションバーは、シャ

ーシをより安定させますが、かなり剛性が上がりタイヤに負担をかけ消耗が激しくなった

り、アンダーステアになる可能性が大きくあります。

一方で、高速コーナーなどには有効です。そのため緩やかなコーナーが多いサーキットな

どでは試してみることも出来ます。しかし、ハイパワーなカートに限ります。
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１１．リアホイルハブ

OTK８７ｍｍホイルハブ（ミディアム）から使用してください。

ショートハブは、フレキシブルになるため、パワーが低いカートなどに使用してください。

ロングハブは、リアグリップが上がり安定するためミッションカートやウエットコンディ

ションなどに使用してください。
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１３．ウエットコンディション

・フロントトレッドを最大限広げてください

・リアトレッドを狭め、リアタイヤのセンターラインとフロントタイヤのセンターライン

を合わせてください。

・ シートサポートを緩めてください。（ナットが落ちないように注意してください。）

・ フロントトーションバーを取り外してください。

・ フロアープレートを緩めてください。

１３Ａ．ヘビーウエットコンディション

・ フロントロングハブ（１１０ｍｍ）を使用して、最大限フロントトレッドを広げてく

ださい。

・ リアショートハブを使用して、リアトレッドを狭め、リアタイヤのセンターラインと

フロントタイヤのセンターラインを合わせてください。

・ シートサポートを緩めてください。（ナットが落ちないように注意してください。）

・ フロントトーションバーを取り外してください。

・ フロアープレートを緩めてください。

・ フロントの車高を上げてください。

・ リアシャフトを柔らかいタイプに変更して、リア車高を上げてください。

・ コーナーが緩やかな場合は、リアトーションバーを取り付けてみてください。

・ シートポジションを上げて、ドライバーの重心を上げてください


